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序 文

桜井市内の南西端・山田地区には、蘇我倉山田石川麿によって建立された山田寺があり、

現在興福寺に残された銅造仏頭の大きさから復元しても、 5mは超える大仏様が安置され

ていたことがうかがわれます。また、山田の地は、飛鳥地方と磯城・磐余地方を結ぶ要所

であり、現在でも「山田道」の名称が残っています。

このような歴史的に重要な地域ではありますが、周辺は水も道もない狭い段々畑で、住

民の強い要望があり、文化財をなるべくさけた形で土地改良を行う計画が立案されました。

これに基いて、桜井市教育委員会は、踏査並びに試掘調査を実施し、工事に際しては立

ち合いを行いました。また、周辺の古墳や遺跡の出土品の調査も行いました。本書は、そ

のいろいろな記録の報告です。

お世話になりました関係者各位に、御礼申し上げると共に、今後とも御協力いただきま

すよう、お願いいたします。

昭和62年11月16日

桜井市教育委員会

教育長 外嶋尚春

Pリ 仁コ

O 本書は、桜井市営山田土地改良総合整備事業に伴う、埋蔵文化財の分布調査並びに発

掘調査の報告である。桜井市農林課の依頼を受け桜井市教育委員会が実施した。

O 調査は、桜井市教育委員会・社会教育課技師・清水真ーが担当し、草原孝典(現岡山

市教育委員会文化財技師)と家納佳江が主に従事した。

O 本書の作成は、草原が担当し、清水が協力をした。執筆は 1・2を清水が、 3・4と

付載を草原が分担した。測図・現地写真は草原が、トレース・遺物写真は清水が分担した。

O 本書を作成するにあたり、桜井市農林課はもちろん、山田区長(松井孝次氏)をはじ

め多くの方々にお世話になった。特に、周辺遺物の掲載に際して、高瀬雅よ氏・山本忠

雄氏の御協力を得たことを感謝したい o
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桜井市山田・土地改良総合整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書

第 1章 は じめに

桜井市山田の北東部部分の丘陵地を、土地改良総合整備事業により、区画する計画が立

てられ、昭和59年 8月 1日付けで桜井市農林課から、市教育委員会経由で、 :奈良県教育委

員会に埋蔵文化財分布踏査願が提出された。県教委の依頼により、市教委・社会教育課で

数度の踏査を行 った結果、古墳状隆起地点 2ヶ所・瓦器散布地点 lヶ所が発見された。ま

た、地元区長をはじめとする古老に対する聞き取り調査でも、古墳状隆起地点 lヶ所(坊

ノ尾地区)が昔から墓と伝わっているだけで、他の地点からの土器や墳墓の存在等は聞き

出せなか ったO

この結果に基づいて農林課は、 古墳状隆起地点 2ヶ所は発掘調査を、散布地は吉野川分

水路のすぐ横のため、土盛り保存を決め、市教委に調査を依頼した O 昭和60年 3月、 古墳

状隆起地点の 1つである坊ノ尾地点の発掘調査を実施した。また、昭和62年 8月、もう l

ケ所の小川地点を樹木伐採したところ、地形は隆起しておらず、ユンボによる試掘でもす

ぐ地山があらわれた。

第 2章 遺跡周辺の環境

桜井市山田は、蘇我倉山田石川麿の建立で名高い山田寺の所在地として有名な所である O

また、飛鳥時代には、飛鳥から東国を結ぶ幹線道路の出入口として 「山田道」が存在し、

上ツ道や伊勢街道から飛鳥の都に入る人々の行列でにぎわったと推定される地域である O

中世の多武峯・談山神社と、奈良・興福寺との勢力争いの際に、興福寺によって、多武峯

輩下の山田寺が攻撃され、銅造大仏が持ち出される事件の舞台にもなった場所である 。山

田寺の第 5次にわたる発掘調査は、国立奈良文化財研究所によって実施され、多くの貴重

な文物が掘り出されている O

南北にはしる山田道の両側は低い丘陵地形で、西側の丘陵北西部には、奈良県立農業大

学校に先立つ池之内古墳群の発掘調査が、橿原考古学研究所によって実施され、小規模な

がらも古墳時代前期の優秀な副葬品が出土したことで注目された。

東側の丘陵上には、数多くの古噴が存在するが、丘陵北側に寄っており、安倍小学校の
かん じようやま いLんど

南の勘定山に 5基、その南の石堂山にも 3基、今回の対象地の東側の戒場様の丘陵上にも

4基の古墳が作られている O 石堂山と戒場様には横穴式石室があり、後期の群集墳であろ

うO 石堂山は、地主の生田・高瀬家に出土遺物が保管されている。
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11， tr~ I時代よりも占い遺構・遺物については不明な点が多いが、 安倍小学校の造成二L事

(日目手[11G{f頃)の際に 11\1ーした判JLHi~ (把子付の水差形壷)が 1個、生田・山本家に保

管されている。

1 .坊ノ尾地点

2 戒場様古墳群

3 石堂山古墳群

4. 勘定山古墳群

5. 安倍小学校敷地

6.青木廃寺

7.安 倍 寺 跡

8 池ノ内古墳群

9. 山 田 寺 跡
、… 一 一、 「川、 、 '、、、陸、1L、、ー“ a.・"0""""，

挿図 1.遺跡分布図



第 3章 発掘調査の結果

坊ノ尾地区の発掘調査は、昭和60年 3月10日から 30臼までの20日間にかけて、桜井市教

育委員会が実施した O

古墳と推定された高まりに、東西に幅 2m・長さ 12.5m、南北に幅 2m・長さ 14.5mの

トレンチを入れてみた。

(1 ) 層序(挿図 3) 

トレンチ壁面の観察から、坊ノ尾遺跡の層位は、基本的に上下 2層に分けることができ

るO 即ち上層は暗茶褐色土、下層は檀褐色士である O 上層は、近年まで畑として使われて

いた耕作土で、下層はそれ以前の耕作土と考えられる O また、ベースは黄褐色士に若干小

磯の入る、堅微な土層である O

(2) 遺構(挿図 3) 

遺構は、それぞれの層から掘り込まれたピット数個を段状に、地山を削り出したものが

ある 。

遺物が全く検出されないため、それらの性格については明確にできないが、比較的深い

ピットについては、山芋なとの採集痕、浅いピットで炭の入るものは、焚火の痕跡のよう

なものと推定される O

段状遺構については、その遺構のほぼ同じ位置に現在の道があることや、段の方向が道

の方向と併行していることから、道の痕跡と考えられる O

第 4章 土
A
山 と め

以上の調査結果から、坊ノ尾地区を古墳とするような痕跡は得られなかったO 現在まで、

耕作されてきた畑地と小径であったと考えられる 。

調査参加者名簿

石 旧 敏雄 植 田 至紀 家納佳江 草原孝典

清 水真 内 藤新治 萩原儀征 平岡 高雄

増 田 義雄 松 田 有司 山 本忠雄
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挿図 2. 坊ノ尾地区試掘トレンチ及地形図
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1 . 暗茶褐土

2. 檀褐色土に炭混U

3. 淡燈褐色土炭混り

4. 権色土に炭混り

5 茶褐色土

挿図 3. 卜レンチ平・断面図

② 

③ 

。〉

6. 偉褐色土

7. 黄褐色土

8. 淡檀灰色土

9 檀灰色土

10. 淡茶灰色土

D 



6 

付載 イiqJIll13J墳及び安倍小学校出土の土器

草原孝典

(1 ) はじめに
犯い だ いしんとやま

イi堂UII +}t資は、桜井市大子ソj:-田小字石常山の独立丘陵の頂上に位置する 。 3基ある古

墳の丙端で最大のものである。本来は、!幸jに開 11する無袖式の憤穴式石室を持つ円墳(直

径 10m ・高さ:~ m)であった。 iif:内部は、盗掘のため、天井"Eiと羨道を失っている 。こ

こでは、 b室から出上した t-.器(地主の高瀬氏保管)の紹介と、古墳の北西200mの安倍

小学校造成時に出上した弥生 L器を紹介した L、。

(2) 遺物

蓋(挿l刻4 ・図版 2...... 1 ) 天井部外|面見程に粗い回転へラ削り調整を施している。

口端部は丸く収めている 。I底部内r.iJi中央にイミ整}j向のナデが施されている 。口径10.8cm・

*:5高4.2cm 0 

杯身(挿凶 4.. 2・図版 2 2) 底部外面ほとんど回転へラ削り調整が施されている O

底部内[百Ilj:l央に不整Jj[らlのナデが施されている O 口径 11.9cm・器高4.4cm 0 

提 瓶(tlfi l'ズ:1tJ :~・以I I:Ii2 3) []縁部と把干の一部が欠損しているが、ほほ完形で

ある 。以来は[111転へラ削りの後、カキ Ll調整が施され、さらにその上からナデている 。休

部liijIfIiには1，小心ffJ状に 5条の沈線を施し、その後刺突文を施している 。 LJ径7.2cm・器高

17.6cm () 

土師器壷(挿l火ItJ tJ・ 1><1防止 2 tJ) 内外liTiともにヨコナデ調整である O 色調は明檀

民色で、Jlfi1は融街である 日 111.t即時代後期の丸j氏長顔壷の胴部と考えられる O

弥生土器・水差(好iI><1tJ 5・|米|版 2 5) 休部下半及び把手部が欠損している O 器

長は 1J繰にへラ状ド¥1による京IJ突文を、 11頚部体部には退化の著しい簾状文を施している O

そして、機状文の|ーから、細い粘卜紐を U~i り付けて、さらにその}てからへラ状工具でキザ

ミ11を施している 。IAJIIIiは 11縁及び 11頭部にはヨコナデ、体部にはユビナデ調整が施され

るい

(3) まとめ

以卜の中山県から、イi常1111日墳は、 6!1t紀後半代の年代が、また弥生土器は中期後半で

あろうが、キザミを施すもIj L紺を ~ti り付けるなど、大和地域では珍しい装飾文様である O
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挿図 4. 石堂山 1号墳・安倍小学校敷地出土遺物
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右上・右石堂山 1号墳出土遺物

左下 安倍小学校敷地出土遺物
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